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令
和
２
年
度
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
生

活
を
支
援
す
る
取
組
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
児
童
手
当
を
受
給
す
る
世
帯
に
対

し
一
人
当
た
り
１
万
円
を
一
時
金
と
し

て
支
給
す
る「
臨
時
特
別
給
付
金
」
に

係
る
事
務
及
び
給
付
金
等
の
事
業
費

２
８
６
４
万
円
を
増
額
す
る
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
回
）

　

休
業
等
に
伴
い
収
入
が
減
少
し
た
方

に
対
す
る
住
宅
確
保
給
付
金
と
し
て

２
２
３
万
円
、
介
護
施
設
で
感
染
者
が

発
生
し
た
場
合
の
消
毒
・
洗
浄
経
費
に

対
す
る
補
助
金
と
し
て
６
０
０
万
円
を

計
上
す
る
。

　

そ
の
他
、
土
肥
支
所
の
外
壁
工
事
に

７
０
７
０
万
円
、
旧
天
城
湯
ケ
島
支
所

機
材
倉
庫
の
復
旧
工
事
に
２
０
０
０
万

円
、
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
運
航
負
担
金

に
４
５
０
万
円
な
ど
を
計
上
す
る
一

方
、
定
期
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

を
減
額
す
る
な
ど
、
総
額
予
算
を

１
億
２
９
０
６
万
円
増
額
す
る
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
回
）

　

国
の
第
２
次
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
対
応
す
る
た
め
の
補
正
予
算
。

　

低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
事
業
３
６
５
８
万
円
の
ほ

か
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
こ
ど
も
園
、

市
内
小
中
学
校
に
感
染
症
予
防
の
た
め

の
消
耗
品
や
備
品
を
購
入
し
、
子
育
て

環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
市
内
認
定
こ

ど
も
園
等
に
対
す
る
感
染
症
緊
急
包
括

支
援
交
付
金
９
５
０
万
円
を
計
上
。

　

ま
た
、
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
会
議
室
等

の
施
設
を
換
気
す
る
た
め
の
網
戸
を
設

置
す
る
工
事
費
と
し
て
１
９
９
万
円
を

計
上
す
る
な
ど
、
総
額
７
５
１
０
万
円

を
増
額
す
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
２
１
９
億
４
０
０
万
円
と
な
る
。

　

条　

例

◆
伊
豆
市
非
常
勤
特
別
職
の
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
必
置
と

な
る
嘱
託
医
及
び
不
在
者
投
票
施
設
に

お
け
る
不
在
者
投
票
時
の
外
部
立
会
人

の
報
酬
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
。

◆
伊
豆
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　
「
地
方
税
法
施
行
令
」
の
改
正
に
伴

う
軽
減
判
定
所
得
基
準
額
の
引
き
上
げ

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
等

を
理
由
と
し
て
国
民
健
康
保
険
税
の
減

免
を
受
け
る
場
合
の
申
請
書
提
出
期
限

の
特
例
を
設
け
る
改
正
を
行
う
も
の
。

◆
伊
豆
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
被
保
険

者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
し
た
場
合
等
に
、
市
が
傷
病
手
当

金
を
支
給
す
る
た
め
の
特
例
を
設
け
る

た
め
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◆
伊
豆
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

に
お
い
て
、
被
保
険
者
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
場
合
等

に
傷
病
手
当
を
支
給
す
る
た
め
の
条
例

改
正
を
し
た
こ
と
か
ら
、
当
該
事
務
の

受
付
を
伊
豆
市
に
お
い
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
改
正
を
行
う
も
の
。

　

人　

事

◆
教
育
長
の
任
命

　

西に
し
い井　

伸の
ぶ
よ
し美
教
育
長
が
６
月
30
日

付
で
退
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

西
井
教
育
長
の
残
任
期
間
に
つ
い
て
、

梅う
め
は
ら原　

賢け
ん
じ治
氏
を
教
育
長
に
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
５
月
11
日
ま
で
。

令
和
２
年 

６
月
定
例
会

一
般
会
計
の
総
額
は

２
１
９
億
４
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た



伊豆市議会だより 65号

3

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
回
）

問　

観
光
振
興
事
業
の
駿
河
湾
フ
ェ
リ

ー
の
運
休
に
伴
う
運
航
負
担
金
の
総
額

及
び
３
密
を
避
け
る
た
め
の
特
別
室
の

改
修
費
は
、
こ
の
運
行
負
担
金
に
は
含

ま
れ
る
の
か
。

答　

今
回
の
休
業
は
４
月
20
日
か
ら
６

月
30
日
ま
で
の
２
か
月
余
で
、
１
か

月
あ
た
り
９
５
０
万
円
、
総
額
で
は

２
２
５
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
伊
豆

市
の
負
担
は
総
額
の
20
％
に
あ
た
る

４
５
０
万
円
で
す
。

　

船
の
改
修
は
、
船
室
の
換
気
の
た
め

の
窓
の
改
修
と
空
気
清
浄
機
の
設
置
で

県
の
負
担
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問　

萬
城
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
事
業

の
減
額
の
理
由
に
つ
い
て
。

答　

当
初
、
萬
城
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場
管

理
の
運
営
形
態
は
非
常
勤
職
に
よ
る
も

の
と
し
て
４
人
の
会
計
年
度
任
用
職
員

の
報
酬
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

　

予
算
編
成
後
、
今
年
度
の
萬
城
の
滝

キ
ャ
ン
プ
場
は
指
定
管
理
制
度
に
移
行

す
る
た
め
の
期
間
と
し
、
非
常
勤
職
の

会
計
年
度
任
用
職
員
で
な
く
、
正
職
員

と
同
待
遇
の
任
期
付
職
員
と
し
て
雇
用

す
る
こ
と
と
し
た
補
正
で
す
。

◆
伊
豆
市
非
常
勤
特
別
職
の
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

問　

条
例
の
改
正
内
容
の
詳
細
に
つ
い

て
。

答　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
嘱
託

医
の
日
額
の
報
酬
額
を
定
め
る
規
定
の

部
分
と
指
定
病
院
等
に
お
け
る
不
在
者

投
票
の
外
部
立
会
人
の
時
間
単
価
に
つ

い
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
回
）

問　

要
保
護
・
準
要
保
護
認
定
世
帯
昼

食
費
相
当
額
交
付
金
の
対
象
人
数
及
び

期
間
は
。

答　

対
象
人
数
は
１
４
６
人
で
、
期
間

は
１
学
期
間
で
す
。

問　

住
居
確
保
給
付
金
の
対
象
と
支
給

額
の
基
準
は
。

答　

離
職
者
で
あ
っ
て
就
労
能
力
、
就

労
意
欲
が
あ
る
方
が
住
居
を
失
っ
た
、

も
し
く
は
失
う
恐
れ
が
あ
る
場
合
が
対

象
で
す
。

　

支
給
額
は
生
活
保
護
世
帯
の
基
準
額

と
し
て
、
単
身
で
は
３
万
７
２
０
０
円
、

２
人
世
帯
で
は
４
万
５
０
０
０
円
と
上

限
額
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

◆
令
和
２
年
度 

伊
豆
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

問　

傷
病
手
当
は
国
民
健
康
保
険
に
は

無
い
制
度
で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
時
限
立
法
と
い

う
こ
と
か
。

答　

特
例
的
に
傷
病
手
当
金
の
支
給
が

で
き
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
お
り
、
対

象
期
間
は
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令

和
２
年
９
月
30
日
と
な
り
ま
す
。
た
だ
、

国
は
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
っ
て
は
変
わ

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
言
っ

て
い
ま
す
。

◆
伊
豆
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

問　

傷
病
手
当
の
対
象
者
に
農
業
や
漁

業
の
事
業
主
は
含
ま
れ
る
か
。

答　

事
業
主
に
つ
い
て
は
支
給
の
対
象

外
に
な
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
従
業
員

に
対
し
て
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

　

議
案
第
52
号　

令
和
２
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
回
）

　
反
対
討
論
　
（
森　

良
雄
議
員
）

　

こ
の
予
算
に
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
対

策
は
あ
り
ま
せ
ん
。
予
算
の
歳
入
の
ほ

と
ん
ど
は
繰
入
金
と
市
債
で
す
。
主
な

歳
出
は
土
肥
支
所
庁
舎
改
修
工
事
で
す
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
は
あ
っ
て

も
コ
ロ
ナ
で
困
窮
し
て
い
る
層
の
み
な

さ
ん
は
置
き
去
り
で
す
。

　

駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
運
行
補
助
金
の

４
５
０
万
円
は
、
赤
字
解
消
の
た
め
の

方
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間
か
ら
の

移
譲
で
無
責
任
な
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

萬
城
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
事
業
は

正
に
伊
豆
市
の
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り

の
思
い
付
き
行
政
で
す
。

　

直
営
だ
指
定
管
理
者
だ
、
行
き
先
不

明
の
施
設
で
す
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
必
要
な
の
は
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
す
。
教
育
の
デ
ジ

総
務
経
済
委
員
会

教
育
厚
生
委
員
会

チ
ェ
ッ
ク

チ
ェ
ッ
ク

委
員
会
の
議
案
審
査
で
、

次
の
よ
う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

議
案
議
案

討　

論

討　

論
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タ
ル
化
で
す
。

補
助
教
員
の
充
実
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
に
は
端
末
は
す
ぐ

に
で
も
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
賛
成
討
論
（
間
野　

み
ど
り
議
員
）

　

本
案
は
伊
豆
市
に
と
っ
て
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
関
係
で
、
大
変
な
思
い
を
し
て

い
る
市
民
が
、
少
し
で
も
気
持
ち
が
和

ら
ぎ
、
早
く
以
前
の
よ
う
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
と
の
努
力
の
案
件
で
あ
り

ま
す
。

　

２
点
、
評
価
感
想
を
挙
げ
る
と
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
で
す
。
要
保

護
・
準
要
保
護
認
定
世
帯
の
昼
食
費
相

当
額
を
交
付
す
る
事
。
コ
ロ
ナ
の
関
係

で
住
居
を
失
い
そ
う
な
方
へ
の
補
助
。

こ
れ
で
解
決
で
は
な
い
け
れ
ど
心
の
負

担
の
軽
減
に
繫
が
り
ま
す
。
も
う
ひ
と

つ
は
、
も
し
も
介
護
施
設
等
で
コ
ロ
ナ

感
染
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
て
の

消
毒
代
等
で
す
。

　

今
は
何
よ
り
、
市
民
を
安
全
に
コ
ロ

ナ
か
ら
守
る
事
が
大
切
で
す
。
賛
成
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
他
、
令
和
２
年
度
伊
豆
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
回
）
に
つ
い
て

賛
成
討
論
が
１
件
あ
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
4
月
臨
時
会

令
和
２
年
度
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

　
「
特
別
定
額
給
付
金
」
の
給
付
に
必

要
と
な
る
事
務
費
及
び
給
付
金
、
市
内

宿
泊・
飲
食
業
者
への
営
業
自
粛
要
請
協

力
金
の
２
次
支
給
分
、
今
後
の
感
染
症

対
策
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
の
予
備

費
な
ど
、
総
額
37
億
３
０
０
万
円
を
増

額
す
る
。

　

人　

事

◆
伊
豆
市
副
市
長
の
選
任

　

静
岡
県
職
員
の
佐さ

と
う藤　

信し
ん
た
ろ
う

太
郎
氏
を

副
市
長
に
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
２
年
５
月
１
日
か
ら

４
年
間
。

◆
伊
豆
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

西に
し
お尾　

真ま
す
み澄
氏
を
教
育
委
員
会
委
員

に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
２
年
５
月
12
日
か
ら

４
年
間
。

令和２年４月臨時会で審議した議案

■賛否が分かれた議案

件　　名
議
決
結
果

波
多
野
靖
明

山
口
　
　
繁

星
谷
　
和
馬

間
野
み
ど
り

下
山
　
祥
二

杉
山
　
武
司

青
木
　
　
靖

永
岡
　
康
司

小
長
谷
順
二

小
長
谷
朗
夫

西
島
　
信
也

杉
山
　
　
誠

森
　
　
良
雄

木
村
　
建
一

予算
令和２年度伊豆市一般会計補正予算

（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

人事
伊豆市副市長の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

発議
新型コロナウイルス対策に関する決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

※1　○ 賛成   ×反対
※２　議長（三田忠男）は、可否同数の採決以外は、採決に加わりません。

■全会一致で可決した議案等
伊豆市教育委員会委員の任命について

令和２年６月定例会で審議した議案

■賛否が分かれた議案

件　　名
議
決
結
果

波
多
野
靖
明

山
口
　
　
繁

星
谷
　
和
馬

間
野
み
ど
り

下
山
　
祥
二

杉
山
　
武
司

青
木
　
　
靖

永
岡
　
康
司

小
長
谷
順
二

小
長
谷
朗
夫

西
島
　
信
也

杉
山
　
　
誠

森
　
　
良
雄

木
村
　
建
一

予算
令和２年度伊豆市一般会計補正予算

（第４回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

人事

教育長の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

※1　○ 賛成   ×反対
※２　議長（三田忠男）は、可否同数の採決以外は、採決に加わりません。

■全会一致で可決した議案等

令和２年度伊豆市一般会計補正予算（第３回） 令和２年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第１回）

伊豆市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部改正について 伊豆市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

伊豆市営住宅条例の一部改正について 伊豆市税条例等の一部改正について

伊豆市国民健康保険税条例の一部改正について 伊豆市国民健康保険条例の一部改正について

伊豆市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 伊豆市介護保険条例の一部改正について

令和２年度伊豆市一般会計補正予算（第５回） 財産の取得について
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議　

員　

発　

議

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す

る
決
議

　

伊
豆
市
議
会
は
、
市
民
の
生
命
と
健

康
を
守
り
、
経
済
活
動
維
持
に
向
け
、

行
政
と
連
携
、
協
力
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
全
力
で
取
り

組
む
た
め
、
市
に
対
し
て
要
望
を
行
い

ま
し
た
。

（
※
一
部
抜
粋
・
要
約
）

・
積
極
的
な
情
報
収
集
と
適
切
か
つ
迅

速
な
情
報
提
供

・
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
支
援
拡
大
に

よ
る
、
安
心
で
き
る
市
民
生
活
の
確

保
・
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
生
活
困
窮
者

に
対
す
る
迅
速
な
対
応

・
学
校
休
業
に
伴
う
子
ど
も
の
学
習
へ

の
影
響
が
出
な
い
た
め
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と

・
感
染
者
急
増
に
よ
る
医
療
崩
壊
を
防

止
す
る
た
め
の
体
制
確
保（
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
体
制
の
強
化
、
不
足
し
て
い
る

医
療
機
器
等
の
支
援
）
等
に
つ
い
て

県
・
国
に
対
し
要
望
す
る
こ
と

　

決
議
の
全
文
は
、
伊
豆
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
可
決
し
た
意
見
書
・
決
議
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令和２年６月定例会で審議した議案

■賛否が分かれた議案

件　　名
議
決
結
果

波
多
野
靖
明

山
口
　
　
繁

星
谷
　
和
馬

間
野
み
ど
り

下
山
　
祥
二

杉
山
　
武
司

青
木
　
　
靖

永
岡
　
康
司

小
長
谷
順
二

小
長
谷
朗
夫

西
島
　
信
也

杉
山
　
　
誠

森
　
　
良
雄

木
村
　
建
一

予算
令和２年度伊豆市一般会計補正予算

（第４回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

人事

教育長の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

※1　○ 賛成   ×反対
※２　議長（三田忠男）は、可否同数の採決以外は、採決に加わりません。

■全会一致で可決した議案等

令和２年度伊豆市一般会計補正予算（第３回） 令和２年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第１回）

伊豆市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部改正について 伊豆市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

伊豆市営住宅条例の一部改正について 伊豆市税条例等の一部改正について

伊豆市国民健康保険税条例の一部改正について 伊豆市国民健康保険条例の一部改正について

伊豆市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 伊豆市介護保険条例の一部改正について

令和２年度伊豆市一般会計補正予算（第５回） 財産の取得について
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（
小
長
谷　

順
二
議
員
）

　

当
市
は
、い
ち
早
く「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

本
部
」
を
設
置
し
、
感
染

防
止
対
策
や
安
全
安
心
な
市
民
生
活
の
た
め
の
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
員
協
議
会

等
で
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
議
会
と
も
協
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
検
証
と
刻
々
と
変
わ
る
状
況
下

に
お
け
る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

伊
豆
市
で
は
対
策
本
部
を
設
置
し
、
経
済
対
策
チ

ー
ム
と
感
染
拡
大
防
止
チ
ー
ム
を
お
き
ま
し
た
。
ま

ず
、市
民
の
生
命
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
宿
泊
施
設
・

飲
食
店
・
観
光
施
設
の
営
業
自
粛
を
お
願
い
し
、
市

民
向
け
の
チ
ラ
シ
の
配
布
、
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど

を
行
い
、
こ
れ
ま
で
市
内
で
の
感
染
者
が
出
て
い
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
の
示
す
新
し
い
生
活
様
式
に
基
づ
き
、

伊
豆
市
と
し
て
の
新
し
い
生
活
様
式
を
策
定
さ
せ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
出
来
次
第
、
市
民
の
皆
様
に

配
布
す
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

（
杉
山　

誠
議
員
）

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
収
束
し
な
い
中

で
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な

梅
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
感
染
を
広
げ
な
い

た
め
に
自
然
災
害
に
ど
の
よ
う
に
備
え
、
行
動
す
べ

き
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
の
過
密
を
抑
制
す
る
た
め
の
分
散
避
難
、

ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
の
活
用
を
含
め
、
従
来
か
ら
環

境
の
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
避
難
所
の
環
境
改
善

を
い
か
に
進
め
ま
す
か
。

　

避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
は
、
県
に
お
い
て
、
国
の
指
針
に
沿

っ
た
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
そ
れ
に
基
づ
き
、
必
要

な
対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
３
密
を
避

け
る
た
め
の
通
常
よ
り
広
い
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
間

仕
切
り
等
の
資
器
材
の
確
保
、
さ
ら
に
は
感
染
の
疑

い
の
あ
る
人
が
避
難
し
て
き
た
場
合
の
対
応
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
方
に
は
、
感

染
症
を
踏
ま
え
て
の
避
難
行
動
に
つ
い
て
広
報
７
月

号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
今
後
の
対
応

避
難
所
で
の
感
染
対
策
を

い
か
に
進
め
ま
す
か

～ 一 般 質 問 ～

市政を問う

６月定例会での一般質問は、11名の議員が行いました。
質問と答弁を要約してお知らせします。（質問順）録画配信へ

質　問

質　問

県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
対
策
を
講
じ
る

伊
豆
市
と
し
て
の
新
し
い

生
活
様
式
へ
の
対
応

答　弁
総務部長

答　弁
市　長
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（
波
多
野　

靖
明
議
員
）

　

 

　

伊
豆
市
教
育
委
員
会
は

家
庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
に
つ
い
て
、
保
護
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
聞
き
ま
す
が
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の

市
町
で
は
全
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
布
を
検

討
し
て
い
く
事
を
、
新
聞
報
道
で
知
り
ま
し
た
。
伊

豆
市
の
教
育
環
境
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
ど
の
様
に
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

　

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
が
な
い
児
童
生
徒
は
約
１
０
０

人
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
が
な
い
児
童
生
徒
は
約

１
０
０
０
人
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環

境
の
整
備
や
貸
し
出
す
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

国
は
、
児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
伊
豆
市
に

お
い
て
も
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
つ
い
て
何
を
ど
の

程
度
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
を
、
職
員
の

研
修
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
含
め
て
検
討
を
し
て
い
き

ま
す
。

（
星
谷　

和
馬
議
員
）

　　

伊
豆
市
の
人
口
は
毎
年

大
幅
に
減
少
し
、
企
業
、

産
業
の
実
態
は
全
て
中
小

零
細
事
業
で
あ
り
、
ま
た
基
幹
産
業
の
観
光
関
連
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
多
大
な
損

害
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
５
月
に
就
任
さ
れ
た
副
市
長
に
、

市
長
は
ど
の
様
な
役
割
を
期
待
し
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

　

私
が
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
12
年
、
４
代
目
の
県

職
員
の
割
愛
と
な
り
ま
す
。
伊
豆
市
が
直
面
す
る
課

題
は
、
新
市
建
設
事
業
で
あ
れ
、
産
業
振
興
や
人
口

減
少
対
策
で
あ
れ
、
国
及
び
県
と
の
緊
密
な
連
携
と

財
政
支
援
な
く
し
て
必
要
な
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

副
市
長
に
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
市
長
部
局
の
統

括
、
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
市
長
以
外
の
執

行
機
関
と
の
調
整
、
国
・
県
と
の
連
携
に
そ
の
知
見

と
職
能
を
存
分
に
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

（
永
岡　

康
司
議
員
）

　

伊
豆
市
・
伊
豆
の
国
市

か
ら
出
る
ご
み
の
総
量

は
66
ｔ
／
日
で
す
。
今

後
、
４
年
間
行
政
を
預
か
る
市
長
に
、
次
の
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

①
紙
の
再
資
源
・
再
利
用
を
進
め
ま
せ
ん
か
。

②
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
再
処
理
・
再
利
用
を
進
め

ま
せ
ん
か
。

③
木
皮
の
２
０
０
ｔ
を
焼
却
処
分
せ
ず
、
土
壌
改
良

剤
と
し
て
使
用
で
き
ま
せ
ん
か
。

③
地
球
温
暖
化
対
策
と
い
う
点
で
は
、
木
皮
の
焼
却

処
理
も
腐
ら
せ
て
土
壌
改
良
剤
と
す
る
の
も
効
果
は

同
じ
で
す
。焼
却
処
理
に
よ
っ
て
発
電
す
る
こ
と
で
、

化
石
燃
料
を
燃
や
し
て
作
る
電
気
を
買
う
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
。

①
令
和
元
年
度
の
古
紙
類
の
回
収
は
、
小

学
校
等
が
行
っ
て
い
る
集
団
回
収
も
含

め
、
９
１
８
ｔ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
全
量

再
資
源
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

②
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
県
や
近
隣
市
町
と
の
連
携

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
状
況
を
見
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質　問

質　問

質　問
答　弁
教育長

答　弁
市　長

答　弁
市　長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
充
実

新
ご
み
焼
却
施
設
整
備
と

ご
み
の
減
量
化

副
市
長
就
任
に
よ
せ
て

部
局
の
統
括
と
国
・
県
と

の
緊
密
な
連
携
を
期
待

焼
却
処
理
も
土
壌
改
良
材

も
同
じ
効
果

伊
豆
市
学
校
教
育

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

答　弁
市民部長
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答　弁
市　長

（
木
村　

建
一
議
員
）

　　

新
中
学
校
建
設
な
ど

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
か
ら
生
徒
た
ち

の
心
と
体
の
健
康
を
何
よ
り
も
優
先
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
専
門
家
会
議
が
示
し
た
「
人
と
の
間
隔
は
で
き

る
だ
け
２
メ
ー
ト
ル
、
最
低
１
メ
ー
ト
ル
空
け
る
」

新
し
い
生
活
様
式
に
応
え
た
教
育
環
境
へ
の
対
応
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

　

文
科
省
か
ら
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
示
さ
れ
、
市
内

の
学
校
に
お
い
て
も｢

新
し
い
生
活
様
式｣

を
踏
ま

え｢

３
つ
の
密｣

を
徹
底
的
に
避
け
る
た
め｢

マ
ス

ク
の
着
用｣

｢

手
洗
い｣

な
ど
基
本
的
な
感
染
対
策

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
行
動
基
準

に
沿
っ
て
、
児
童
生
徒
の
密
集
を
回
避
す
る
た
め
に

１
メ
ー
ト
ル
を
目
安
に
学
級
内
で
最
大
限
の
間
隔
を

取
る
よ
う
に
座
席
配
置
を
し
、
給
食
の
際
も
机
を
向

か
い
合
わ
せ
に
し
な
い
な
ど
の
感
染
対
策
を
工
夫
し

て
い
ま
す
。

    

（
山
口　

繁
議
員
）

　　

３
期
12
年
の
実
績
を
土

台
に
し
た
市
政
の
集
大
成

と
も
い
え
る
重
厚
な
所
信
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
何
よ
り
も
、
３
万
人
市
民
の
共
感
を
得
る
も
の
で

あ
り
、
９
千
人
支
援
者
の
期
待
に
応
え
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
失

敗
の
本
質
を
し
っ
か
り
捉
え
、
次
な
る
政
策
に
活
か

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
国
や
県
と
の
連
携
が
成
立
し
な
い

と
か
、
財
源
の
確
保
に
失
敗
し
た
と
か
で
は
な
く
、

議
会
に
よ
る
否
決
が
唯
一
の
理
由
で
す
。
従
っ
て
、

逆
（
議
員
）
の
立
場
か
ら
は
「
成
功
し
た
」「
目
的

を
達
し
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
の
立
場

で
は
、
あ
く
ま
で
も
文
教
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
が

「
市
政
の
集
大
成
を
目
指
し
た
重
厚
な
所
信
」
で
す
。

そ
れ
を
実
現
で
き
な
い
今
、
こ
れ
か
ら
出
来
る
よ
り

良
い
も
の
の
中
か
ら
１
番
良
い
も
の
を
選
ぶ
、
わ
か

り
に
く
い
表
現
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
「
最
良
の
ベ
タ

ー
」
を
求
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
青
木　

靖
議
員
）

　

市
長
は
、
６
月
定
例
会

冒
頭
の
所
信
表
明
の
中

で
、「
政
策
の
実
効
性
を

高
め
る
行
政
改
革
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で「
簡

素
で
効
率
的
な
組
織
」
を
つ
く
る
、「
事
務
事
業
の

あ
り
方
の
見
直
し
」
を
行
う
、
と
し
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
も
、
合
理
化
や
ス
リ
ム
化
と
い
っ
た
行
政
改

革
を
進
め
な
が
ら
、
い
か
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
実
現
し
て
い
く
の
で
す
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
で
、
職
員
数
の
削
減
や
歳

出
削
減
、
事
業
の
見
直
し
等
の
改
革
を
進
め
大
分
ス

リ
ム
な
行
政
運
営
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
な
お
一
層
進
め
る
た
め
に
、
今
後
は
民
間
に

で
き
る
こ
と
は
民
間
に
お
願
い
し
、
職
員
負
担
を
減

ら
し
て
い
き
、
職
員
に
は
本
来
行
う
べ
き
業
務
に
集

中
を
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
事
務
事
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
な
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

を
検
討
し
、
定
型
的
な
窓
口
業
務
は
集
約
す
る
な
ど

総
合
的
に
民
間
委
託
す
る
こ
と
も
考
え
、
更
な
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

質　問

学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
を

導
入
し
密
集
を
回
避

質　問
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に

応
え
た
教
育
環
境
を

政
策
の
実
効
性
を
高
め
る

行
財
政
改
革
と
は

総
合
的
な
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

答　弁
教育長

答　弁
総務部長

質　問

４
期
目
に
臨
む
市
長
の

所
信
表
明
を
問
う

最
良
の
ベ
タ
ー
を
目
指
す
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（
杉
山　

武
司
議
員
）

　

東
京
一
極
集
中
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
リ
ス
ク
を
顕
在
化
さ

せ
、
大
都
会
の
感
染
症
へ
の
脆
弱
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
た
。
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
対
策
は
地
方

分
散
型
社
会
へ
の
シ
フ
ト
し
か
な
い
。
こ
れ
を
機
に

一
極
集
中
の
是
正
が
進
む
地
方
創
生
が
今
期
か
ら
第

二
期
に
入
る
。
伊
豆
市
の
人
口
減
少
対
策
に
も
好
機

と
な
る
が
、
今
後
の
伊
豆
市
の
政
策
を
伺
い
ま
す
。

　

３
密
を
回
避
す
る
た
め
、
地
方
の
、
特
に
伊
豆
市

の
安
全
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
や
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
と

し
て
企
業
の
拠
点
分
散
な
ど
の
推
進
に
よ
り
、
東
京

一
極
集
中
を
是
正
し
て
い
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
作
成
す

る
第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
も
、
分
散
型
社

会
を
見
据
え
て
策
定
し
、
着
実
に
実
行
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
森　

良
雄
議
員
）

　　

伊
豆
市
の
業
務
で
ク
ラ

ウ
ド
化
を
進
め
て
い
る
業

務
は
あ
り
ま
す
か
。

　

三
島
市
、
伊
豆
市
及
び
伊
豆
の
国
市
は
３
市
で
構

成
す
る
電
算
セ
ン
タ
ー
協
議
会
を
組
織
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
電
算
セ
ン
タ
ー
の
昨
年
度
の
大
き
な
仕
事
は

ク
ラ
ウ
ド
化
で
す
。
伊
豆
市
も
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か

っ
て
い
ま
す
。
障
害
者
福
祉
業
務
を
電
算
セ
ン
タ
ー

へ
移
す
こ
と
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　

現
在
、
伊
豆
市
で
単
独
運
用
し
て
い
る
障
害
者
福

祉
業
務
は
、
今
年
11
月
か
ら
電
算
セ
ン
タ
ー
へ
移
行

し
、
あ
わ
せ
て
ク
ラ
ウ
ド
化
す
る
予
定
で
す
。

《
ク
ラ
ウ
ド
化
と
は
》

　

企
業
や
官
庁
な
ど
の
情
報
シ
ス
テ
ム
で
、
自
社
内

に
機
器
を
設
置
し
て
運
用
し
て
き
た
シ
ス
テ
ム
を
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
外
部
の
事
業
者
の
パ
ソ

コ
ン
等
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
式
に
移
行

す
る
こ
と
。

（
西
島　

信
也
議
員
）

　

本
年
４
月
に
行
わ
れ
た

伊
豆
市
長
選
挙
に
お
い

て
、
菊
地
ゆ
た
か
事
務
所

が
配
布
し
た
ビ
ラ
の
中
に
『
新
ご
み
焼
却
場
建
設
に

反
対
、
文
教
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
に
反
対
、
さ
ら
に
新

年
度
予
算
に
も
反
対
し
た
元
市
議
が
出
馬
表
明
！
』

と
の
記
事
が
書
か
れ
て
い
た
が
、

①
ど
の
よ
う
な
意
図
で
こ
れ
を
掲
載
し
た
の
か
。

②
今
後
こ
の
記
事
を
ど
の
よ
う
に
市
政
運
営
に
生
か

そ
う
と
す
る
の
か
、
あ
わ
せ
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

市
長
選
挙
に
お
け
る
法
定
ビ
ラ
は
私
の
後
援
会
及

び
選
挙
対
策
本
部
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
し
て
作
成
し
ま

す
が
、
ご
指
摘
の
部
分
を
入
れ
る
こ
と
に
私
も
同
意

し
ま
し
た
。
選
挙
戦
に
お
い
て
、
事
実
を
前
提
に
議

論
し
な
け
れ
ば
、
市
民
を
惑
わ
す
こ
と
に
な
る
と
の

強
い
危
機
感
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

約
１
５
０
０
万
円
の
公
金
を
投
じ
て
実
施
す
る
選

挙
に
お
い
て
、
事
実
を
前
提
と
し
て
政
策
を
戦
わ
せ

な
い
と
、
市
民
に
と
っ
て
主
権
の
行
使
で
あ
る
政
策

の
選
択
に
な
り
ま
せ
ん
。

質　問

質　問

答　弁
市　長

答　弁
総務部長

東
京
一
極
集
中
を
是
正
し

て
い
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

質　問

働
き
方
改
革
は
電
算
機
の

ク
ラ
ウ
ド
化
か
ら

市
長
選
挙
法
定
ビ
ラ
の
活

か
し
方

市
長
選
挙
に
お
け
る
法
定

ビ
ラ
に
つ
い
て

障
害
者
福
祉
業
務
は
ク
ラ

ウ
ド
化
し
ま
す

地
方
分
散
型
社
会
へ
の
転

換
を
ど
う
捉
え
る
か

答　弁
市　長

※
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・傍聴の際は、マスクの着用をお願いします。
・傍聴希望者が 10 名を超える場合は、別室で中継映像による傍

聴とさせていただきます。
・発熱や咳などの症状がある方は、傍聴をお断りさせていただき

ます。
・議会開催中の感染者発生に備え、受付で「住所・氏名・連絡可

能な電話番号」を記載していただきます。
・委員会の傍聴の場合、一般の傍聴者様は別室で中継映像による

傍聴をお願いします。

・議員に 1 回の議案質疑の発言時間を 3 分以内、討論を 10 分以
内に終了するよう心がける制限を実施します。

・議員同士の間隔を広くするため、議席の位置を変更しています。

　これまで、Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｍｅｄｉａ Ｐｌａｙｅｒで配信していた本会議の生中継が、スマートフォンやタブレット
でもご視聴いただけるようになりました。
　また、Ｙｏｕ Ｔｕｂｅで配信していた録画映像も、生中継と同じサイトで配信するようになります。
　スマートフォンからご利用の方は、下記ＱＲコードからご覧ください。

※この伊豆市議会のインターネット中継（映像及び
音声）は、伊豆市議会の公式記録ではありません。

傍聴の方へ
お願い

６月定例会　議場内の様子６月定例会　議場内の様子

◎伊豆市議会の新型コロナウイルス感染症対策について◎伊豆市議会の新型コロナウイルス感染症対策について

◎本会議映像の配信方法が変わります◎本会議映像の配信方法が変わります

議場内
「密」の防止

～市民のみなさまへ～～市民のみなさまへ～
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　伊豆市はいち早く、新型コロナウイルス感染拡大防止のため
宿泊業者及び飲食業者に対し営業の自粛要請を行うなどの対応
を行うことで、市内での感染者発生をゼロにすることができて
います。
　また、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている市民や
市内事業者に対し、国民健康保険税や給食費等の免除、市税・
水道料金等の徴収猶予、市内飲食店で利用できる「食っ得券」
の発行、地域経済応援給付金などの対策を実施してきています。

　伊豆市議会も新型コロナウイルス感染症への対応について、
議会全員協議会で協議しました。その結果、令和２年度予算の
政務活動費や常任委員会視察研修等の議会運営費を一部執行せ
ず３１０万円の財源を確保することを決め、この財源で新型コ
ロナウイルス感染症による影響が大きいとされる生活困窮者へ
の対策を講じる様に市長に申し入れを行いました。

　伊豆市議会は、本会議の会議結果をホームページにて録画配
信すると共に閲覧用会議録を掲載しております。伊豆市の会議
録は、議長と指名された議員２名が、会議録に記載・記録され
た内容の真正を確保するために原本に署名するとして、閲覧用
会議録には署名者の名前を記載しております。

　現在公開している令和２年３月定例会の会議録は、会議録署
名議員が１名欠けている状態となっております。これは、会議
録署名人に指名された森良雄議員が、令和２年３月定例会にお
いて議長より、議会会議規則の規定により削除を命じられた森
良雄議員発言の部分が、閲覧用会議録から削除されていること
を理由に署名を拒否した為のものです。
　解説書によると、「会議録の作成は、署名が終わって完結する
ものであると解されているので、署名議員は会議録の作成者と
しての職務を有するとされ、署名議員は会議録の内容が事実と
異なるなどの理由がある場合は、署名を拒否できるとされてい
るが、正当な理由なくして署名を拒否することは、署名議員と
して職務を放棄したものとし、懲罰の対象となる」と解説され
ています。

　今回、議会運営委員会では、懲罰を求めることまではしない
ものの、会議録がホームページにも掲載される等から、市民に
事実を報告する必要があるとされたため、お知らせ致します。

◎議会費削減を市長に申し入れ◎議会費削減を市長に申し入れ

◎会議録に関する議会運営委員会からのお知らせ◎会議録に関する議会運営委員会からのお知らせ

伊豆市議会からのお知らせ伊豆市議会からのお知らせ
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編
集
後
記

9
月
定
例
会
の
予
定

9
月
定
例
会
の
予
定

場
　
所
　
本
庁
2
階　

議
場

時
　
間
　
午
前
9
時
30
分
〜

8
月
18
日
（
火
）
行
政
報
告

　
　
　
　
　
　
　

議
案
上
程

　
　

21
日
（
金
）
一
般
質
問

　
　

24
日
（
月
）
一
般
質
問

　
　

25
日
（
火
）
一
般
質
問

9
月
1
日
（
火
）
議
案
質
疑

　
　
18
日
（
金
）
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　

質
疑
・
討
論
・
採
決

※
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

６
月
定
例
会
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
議
案
、
一
般
質
問
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
４
月
の
緊
急
事
態

宣
言
後
、
市
民
の
皆
様
に
は
様
々
な
ご

協
力
を
頂
い
た
結
果
、
市
内
で
の
感
染

者
は
確
認
さ
れ
ず
、
主
幹
産
業
で
あ
る

観
光
関
連
の
営
業
も
再
開
す
る
こ
と
が

出
来
つ
つ
あ
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
渦
の
中
、

市
民
の
声
を
聞
く
傍
ら
、
心
が
下
を
向

く
事
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
収
束
後
の

た
め
に
準
備
を
す
る
事
業
者
の
皆
様
を

拝
見
し
、勇
気
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

議
会
広
報
委
員　

波
多
野　

靖
明

9
月
定
例
会

　
　
　委
員
会
の
予
定

9
月
定
例
会

　
　
　委
員
会
の
予
定

場
　
所
　
本
庁
2
階　

議
場

時
　
間
　
午
前
9
時
30
分
〜

9
月
2
日（
水
）連
合
審
査
会	　
　

　
　

3
日（
木
）連
合
審
査
会

　
　

7
日（
月
）総
務
経
済
委
員
会

　
　

8
日（
火
）教
育
厚
生
委
員
会

　

本
会
議
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
現
在
、
感
染
症
対

策
の
た
め
傍
聴
席
へ
入
る
人
数
を
制
限

し
て
い
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

が
10
名
を
超
え
る
場
合
は
、
別
室
で
中

継
映
像
に
よ
る
傍
聴
と
な
り
ま
す
。

　

本
会
議
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
生
中
継
と
録
画
配
信
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
傍
聴
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
議
会
事
務
局
（
０
５
５
８-

７
２

-

９
９
０
６
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

議
会
傍
聴
・
視
聴
に
つ
い
て

議
会
傍
聴
・
視
聴
に
つ
い
て

議
会
傍
聴
・
視
聴
に
つ
い
て

令和元年度政務活動費の執行状況
（単位：円）

会派・個人名 所属人数
収　入 支　　　　　　　　出　

返還額
交付金 調　査

研究費 研修費 資　料
作成費

資　料
購入費 支出計

ＩＺＵ未来 7人 1,260,000 87,159 525,846 34,900 143,662 791,567 468,433

市民第一クラブ
※ 1 2→ 3→ 2人 390,000 77,840 172,006 　 47,760 297,606 92,394

伊豆クラブ 2人 360,000 　 68,904 　 115,104 184,008 175,992

木村建一 180,000 　 108,020 　 16,980 125,000 55,000

森　良雄　※ 2 180,000 100,736 67,718 　 17,433 185,887 0

西島信也 180,000 8,360 34,020 　 88,560 130,940 49,060

杉山武司　※ 2 180,000 　 32,908 　 203,586 236,494 0

鈴木正人　※ 1 120,000 　 　 　 　 0 120,000

※１　鈴木議員は令和元年 11 月 15 日市民第一クラブに加入し、令和 2 年 1 月 23 日に同会派を脱会
※２　支出が交付額を上回っている金額は自費


